
「グリーンスリーヴズ」について

桜井雅人

　しぱしば代表的なrイングランド民謡」と

も言われて親しまれてきたrグリーンスリー
　　　　　　　（1）
ヴズ」（Grcensleeves）という歌の時代的に

最も古い記録は，リチャード・ジョーンズ

（Richar｛IJones）なる出ll反業者が1580年9

月3日付で・ンドンの書籍出版業組合（Sta－

tioners’Company）に登録したものとされ
　（2）

ており，それによると「グリーンスリーヴズ

夫人の新しい北部の小唄」（A　newe　north－

e［r］n　Dittye　of　ye　Ladye　Greene　Sleves）

とその題名のみが記されている。そして，こ

の組合の記録によると，それから一年足らず

のうちにさらに6種のrグリーンスリーヴ
　　　　　（3）
ズ」が登録された。

（1）1580年9月3日rグリーンスリー

ヴズ夫人から友人のドンキン（Donkyn）

への答」

（2）　同年9月15日r聖書に合わせて道

徳化されたグリーンスリーヴズ。罪深き人

に授けられた神の様々な恩恵と祝福を示

す」

（3）　同年9月18日「グリーンスリーヴ

ズと落着き。グリーンスリーヴズは落着い

ている」

（4）　同年12月14日r国中でいちぱん

美男子（the　boniest　lasse　in　all　the　land）

と始まるグリーンスリーヴズの楽しい新し

い北部の歌」

（5）　1581年2月13日rウイリアム・エ

ルダートン（William　Elderton）による

グリーンスリーヴズの非難」

（6）同年8月24日r緑の袖はすり切

れて／黄色の袖はぽろぼろに／黒い袖に

は恨みを抱く／だが白い袖は私の喜ぴ」

（Greene　Sleves　is　wome　awaie，YellQwe

Sleeves　Com皿e　to（1ecaie，Blacke　Sleeves

I　holde　in　despite、But　White　Sleeves

is　my（ielighte．）

　このように，次々と作り変えられていると

ころからみると，比較的短い期間のうちに大

いに流行したものと考えられる。

　歌詞がはじめて記録されたのは，1584年

刊行されたクレメント・・ビンソンほかによ

るr手一杯の楽しい喜ぴ』（亘H㈱4吻πφ

μθα3㈱’4θ」漉5，by　Clemen七　Robinson，

and　diuers　others）［以下HPPと略す］と
　　　（4）
されている。これは先ほどのリチャード・ジ

ョーンズが出版した当時のプ・一ドサイド・

バラッド集であり，ここに収められたrグリ

ーンスリーヴズ」は1580年に登録したもの

と同じものであろうと推測される。この本の

標題紙をみるとその標題の下に次のような文
　　　　　（5）
句が記されている。

種々の詩文によるいろいろな新しい浮情詩
　　　　　（6）
と楽しい物語詩を含む／現今はやっている

最新の旋律に合わせて歌えるように新しく
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作られている，どの詩にもそれに合った適

切な旋律がきちんと示されている／ある種

の歌には追加を付けて，今まで普通には知

られてもおらずこれまで使われもしなかっ

た最も新しく作られた調ぺに合わせて

　しかし，この謳い文句は文字通りに受け取

るわけにはいかない。というのはEPDに

収められた歌はすぺてブ・一ドサイドにあっ

たものぱかりであり，新しく作られたもので

はないと推定されるからである。またr新し

い」（new）などという言葉が多用されては

いるが，HPDにはrl日版」があったと考え

られ，単なる宣伝文句としてr新版」である

ことを強調したものとみられる。そのr旧

版」も，しばしぱ伝えられるような『楽しい

浮情詩』（PJβαs㈱∬o，z，zo’5，1566）とは別の

　　　　　　　　　　　　　（7）
ものが1566年に出されていたらしい。いず

れにせよ，「グリーンスリーヴズ」の歌詞と

してはHPDのものが最も古いものである

ことには変わりがない。

　さて，HPPにある「グリーンスリーヴズ」

の内容であるが，まずrグリーンスリーヴズ
　（S）

夫人の新しい宮廷風の浮情詩。グリーンス

リーヴズの新しい節に合わせて」（Anew

Courtly　Sonet，of　the　Lady　Green　sleeues，

To　the　new　tune　of　Greensleeues・）　とい

う注記があり，

Greensleeues　was　all　my　ioy，

　Greensleeues　was　my（ielight：

Greensleeues　was　my　hart　of　gold

　And　who　but　Ladie　Greensleeues．

グリーンスリーヴズは我が愉しみのすべて

グリーンスリーヴズは我が喜ぴ。

グリーンスリーヴズは我が大切な心

グリーンスリーヴズを除いては他に誰があ

　りえようか。

というリフレインのもとに全部で18のスタ

　　　　　　（9）
ンザが示されている。それは，

に始まる。

まず次のよう

Alas　my　loue，ye　do　me　wτong。

　to　cast　me　off（1iscurteously：

And　I　haue　loue（1you　so　long，

　Delighting　in　your　companie．

I　haue　been　rea〔1ie　at　your　han（1，

　tograntwhateueryouwouldcraue。
I　haue　both　waged　life　an（11an（i，

　your　loue　and　good、vill　for　to　haue．

ああ我が恋人よ，あなたはひどいことをす

　る，

つれなく私を見捨てるとは。

これまでずっと愛を捧げ，

共にいることに喜ぴを感じていたのに。

あなたが求めるものなら何でも

すぐに与えようとしてきた。

愛と好意を得るために

生活も土地も賭けてきた。

　そして，「衣服・宝石・馬などを与え，自

分の家来を仕えさせてきたのに，それでも情

をよせてくれない。私が死ぬ前には愛してく

れるように神に祈ろう。お別れだが，自分こ

そ本当の恋人なのだ。」という内容の歌詞が

続く。自分としては身も心も捧げているのに

それに答えようとはしない相手に向かって，

「あなたはひどいことをする」と言いながら，

切々たる胸の内を未練たっぷりに歌っている
　　（10）
のである。ブロードサイド・バラッドと言っ

ても，それほど物語性があるわけではなく，

むしろ単なる浮情的恋愛歌謡とでも呼ぶほう
　　　　（11）
が適切である。

　ところで，「グリーンスリーヴズ」とは文

字通りには緑色の袖を身につけた女性という

ことなのだが，いったいどのような女性であ

ろうか。OEPは単にr無節操な恋人」（an

mconsistentlady－10ve）と注しているだけ



だが，第1～2連のみを見ていると庶民の目

からみた宮廷恋愛風の歌と解せないこともな
（12）

い。また，この女性のr緑色の袖」とは何を

意味しているのであろうか。グリーンスリー

ヴズの身につけるものとその色彩をみると，

肌着（smock）は白（both　faire　and　wh孟te），

帯（girdle）は赤（red），絹の長靴下は濃い

赤（crimson），パンプス（pumps）は白，

ガーター（garters）には金色のふさ飾りが

あり，垂れ飾り（aglet）は銀である。そし

て，上着は第9連でこう歌われている。

Thy　gown　was　of　the　grossie　green，

　thy　sleeues　of　Satten　hanging　by：

Which　ma（1e　thee　be　our　hamest　gueen，

　and　yet　thou　wouldst　not　loue　me．

　　　　　　　　　　　（！3）
あなたの上着は草緑色だった。

それにサテンの袖が下がっていた。

それでこそ収穫祭の女王様。

それなのに愛してくれようとしなかった。

　この歌には，他にもう一箇所，第12連に

緑の衣服がでてくる。

Mymenwereclothedallingreen，

　An（1they（iid　euer　wait　on　thee　l

Al　thls　was　gallant　to　be　seen，

　andyetthouwouldstnQtloueme，

私の家来は緑ずくめの衣服を着ていた。

そしてあなたに仕えていたのだ。

これはきらぴやかな見物だった。

なのに愛してくれようとしなかった。

緑の服を着た男と言うと，・ビン・フッド

（Robin　Eood）とその仲間たちのことが思

いおこされる。さらに，伝承バラッドなどで

は，緑色の服は伝統的に妖精（fairy）など

超自然的な生き物のものとされており，また
　　　　　　　　（14）
緑は不吉な色でもある。歌人トマス（Thomas

Rymer）を連れ去った仙女も，r小さな小さ
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な男」（The　Wee　Wee　Man）の妖女たちも，

「クラーク・コルヴィル」（ClerkColvill）の
　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
人魚（memaid）も，みな衣装は緑である。

もちろん，民謡や俗謡において必ずしも上記

のような意味合いを備えているわけではない

が，チャイルドの『伝承バラッド集』だけで
　　　　　　　　　　　　　　（16）
も300箇所も緑の衣服が出てくるし，「グリ

ーンスリーヴズ」も何かしら妖女的な姿を彷

彿させる。また，様々な衣類（身につけるも

ののほとんどすぺて）を買い与え，さらに第

3連後半で

I　kept　thee　bQth　at　boord　and　bed，

　冊ich　cost　my　purse　wel　fauouredly，

お前に食事と宿泊するところを与えて

ずいぶんとお金がかかったのだ。

などと言うところをみると，グリーンスリー

ヴズは単に恋愛の対象というぱかりでなく，

衣食住すぺての面倒を見ていたr囲い者」で

あって，主人公はそれに入れ揚げていたのに

厭きられてしまったようだ。金の切れ目であ

ったのかもしれない。

　ここで，音楽面に目を向けよう。チャペル

によると，エドワード・ギルピン（E（1ward

Guilpin）は『スキアレシア，または真実の

影』（5ゐ毎」θ∫h毎，oy　α　5加40ω　o∫　T7鰯h，

1598）の中でrその最後の行はハリー（ヘン

リー）王の御世に作られた／・一ンの領主の

古謡のように」（Yet　like　th’olde　ba11ad

QftheLoγ40プLoγ％θ，1Whoselastlinein

KingHarr孟esdays　was　bome，）と言って

おり，このr・一ンの領主と偽の執事」（The

Lord　of　Lome　and　the　False　Steward）

（1580年10月6日登録）というバラッド

（Chi1（1no．271）は「グリーンスリーヴズ」

の節で歌われたことから，「グリーンスリー

ヴズ」の旋律はヘンリー（8世）の時代に作
　（17）

られた，と指摘されている。しかし，EPP
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には楽譜ではなくその旋律の名称だけが示さ

れ，ているのみではあるが，そのいくつかはダ

ンス曲であり，残りのものもだいたいr外国

起源であることが多く，またしぱしぱ大陸の

器楽家たちがはじめて修めた音楽スタイルに
　　　　　　　　　（18）
よったダンス曲に由来する」とされている。

そして，「グリーンスリーヴズ」も「その旋

律の低音部はr昔のパッサメッツォ（舞曲）」

（Pω35㈱z6紹oα螂∫σo）であり，これはイタリ

アの16－17世紀の一群のそのような調ぺの

バッソ・オスティナート（固執低音）の曲で
（19）

ある」と言われる。そして，あとにも述べる

ように，このダンス曲としての伝統は20世

紀にまで続くのである。ところで，シェーク

スピアが『ウィンザーの陽気な女房たち』

（丁舵M砂7ッ躍勿θ5げr伽450γ）の中で，

それら［彼の気質と口に出して言うこと］

はrグリーンスリーヴズ」の曲に合わせて
　　　　　　　（20）
歌うr詩編第100番」みたいにまったく

一致していないのよ。（IL　i，63）

じゃがいもの雨を降らせよ。「グリーンス

リーヴズ」の曲に合わせて雷を鳴らせ。は

っか玉の琶を降らせ。ヒゴタイサイテの雪

を降らせよ。（V・v・20－23）

と言及していることはよく知られている。こ

の揚合，歌詞の内容に関するものと解する向
　　　　　（21）
きもあるのだが，はっきりと‘‘tothetune

of‘GreenSleeves’”と言っていることだし，

その曲にのみ言及していると理解すぺきだ。

つまり，rグリーンスリーヴズ」の曲は現在
　　　　　　　　　　（22）
のようにゆったりとしているのではなく，か

なり快活でむしろ荒々しく演奏されたダンス

曲であったようである。

　この曲がはじめて印刷に付されたのは1686

年にプレイフォード（Johll　Playford）が出

版した舞踊曲集rダンス教師』（丁加D㈱〇一

彫8M¢s卿）の第7版でrグリーン・スリ

一ヴズとプディング・パィ」（Green－Sleeves

an（1Pudding　Pies）と題されたものとされて
　（23）
いるが，ダウランド（John　Dowland，1563一
　　　　　　　　　（24）
1626）のリュート曲の草稿，ウィリアム・

バレット（William　Ballet）の自筆原稿のrリ

ュー 曲集』（L初ββo醜，1594）に残されて
（25）

いる。現在rグリーンスリーヴズ」として広

く知られている旋律はウィリアム・バレット
（26）

版（あるいはそれを若干修正したもの）であ

る［これをA曲と呼ぶことにする］。しか

し，ウィリアム・チャペルが1859年に「現
　　　　　　　　　　　　（27）
在最もよく知られている旋律の版」と言って

いるものは，このA曲ではなくてジョン・

ゲイ（John　Gay）のr乞食オペラ』（丁加

Bθ88α〆50ρθ斯，1728）でr法律はあらゆる

身分のために作られた」（SincelaWswere

made　for　ev’ry　degree，III，xiii）という
　　　　　　（28）
歌詞で歌われる旋律であり，これは先ほどの
　　　　　　　　　　　　　（29）
『ダンス教師』の系列に入る版である［これ

らをB曲と総称する］。このことを考え合

わせると，17～19世紀には（もしかすると

16世紀から）「グリーンスリーヴズ」の旋律

とは，むしろこのB曲を指していたのであ

って，A曲は19～20世紀に非民俗的・非

大衆的伝統（つまり文献資料など）から復活

したものであると結論づけられる。

　ここで，現在最も一般的に歌われていると

思われるrグリーンスリーヴズ」の歌詞を見

ることにしよう。1956年から1971年まで
　　　　　　　　　（30）
に出版された9種類の歌集にあたってみると，

まずリフレインの部分だけをみてもEPP

と同一のものはない。つまり，その最後の行

はすぺて

And　who　but粥y　lady　Greensleeves．

　　　（31）
となっている。特に相異の大きい

Greensleeves¢5，πツ48Zづ8扉，

Greensleevesづ5απ吻yゴo夕，



　Greensleevesおmy　heart　of　gold，

　And　who　but　my　lady　Greensleeves～

　　　　　（32）
というものもある。これは，ロピンソンの原
　　　　　　　　　　　　　（33）
本自体が長い間ほとんど知られておらず，書

き写されるときに変わってしまったものであ

ろう。チャペルの『昔の民衆音楽』やOEP
　　　　　　　　　　　　　（34）
でさえも・ビンソン版と称してはいるが，そ

こに示されている歌詞はこの変更版のほうで

ある。また，前述したように，HPDには全

部で18連あったのだが，これをすぺて収め

ているものはこれらの歌集にはない。最も多
　　　　　　　（35）
いもので11連であり，たいていは3～6連，
　　　　　　　　　　　（36）
中には1連のみというものもある。特に，

HPDの第6，第8，第10，第16の各連
はどの歌集にも収録されていない。なお，

HPDの第17連の前半と第18連の後半と
　　　　　　　　　　　（37）
で1連を形成しているものがある。これとは

逆に，HPDにはない歌詞が一部の歌集に含

まれている。特に

If　you　inten（l　thus　to　disdain，

It　does　the　more　enrapture　me，

An（i　even　so，I　still　remain

Aloverincaptivity．

　このように侮るつもりなら

　それだけ私を狂喜させるのだ。

　そして私はいまだに

　囚われの恋人でいるのだ。

　　　（38）
は3種の歌集にあるところを見ると比較的知
　　　　　　　　　　　（39）
られているものらしい。また1種のみにだが

Alas，my　love，that　you　shou1（10wn

A　hea耽of　wanton　vanity，

So　I　must　mediねte　alonc

Upon　your　insincerity、

ああ，我が恋人よ，あなたは

気まぐれな虚栄の心を持っている。

だから，あなたの不誠実さを

私はひとりで黙想しなくてはならぬ。
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という歌詞もある。残りの部分はHPPと

だいたいは同じと言ってもよいのだが，やは

り語句が若干相違している部分が見られる。

たとえば，第1連はほとんど“夘％dome

wrong”である。また，一部の歌集にのみで

あるが，第1連第2行目が“50discourteous一
　　　　　（40）
ly”というもの，第3行目が‘‘励8％lhave
　　　　　　　（41）
10vedyou”というもの，第2連第3行目の
　　　　　　　　　　　　　　　（42）‘‘

aged”が1‘wagere（1”になっているもの，

第7連第1行目の

Thy　purse　and　eke　thy8αy　guilt　kniues，

あなたの財布とあでやかな金色の小刀

が‘‘agy”となっておまけに注（‘‘α8ッ，age（i，

　　　　　　　　（43）
old”）までついているもの，などがある。

　このように，歌集ごとにいろいろな違いが

あるのにもかかわらず，残りの部分の歌詞は

きわめて画一的であって，物語性がそれほど

強くないにもかかわらず連の順序が逆転して

いることもない。また，この種の類似は口頭

伝承（oral　tradition）による民謡には一般
　　　　　　　　（44）
に見られないものであって，いわゆる文献伝

承（written　tradition）の特徴を示すもの

であるo

　rグリーンスリーヴズ」の旋律には，この

他にも，16世紀から現在に至るまで内容を

異にした多くの歌詞が作られている。たとえ

ば，ビープス（Samuel　Pepys）の日記（1660

年4月23日）に言及のあるrかじ工」（The

：Blacksmith）別名rだれもそれを否定でき

ない」（Which　Nobody　Can　Deny），1642

年に印刷されたr元旦のカロル」（Carol　for

New　Year’s　Day）別名r聖歌隊のカ・ル」

（The　Waits’Carol），先にあげたr乞食オ

ペラ』の挿入歌，ラムジー（Allan　Ramsay）

が『茶卓の雑歌集』（丁昭一丁α臨1し4獅詔αηッ，

1724）に発表したr汝，美しき人たちを不
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　　　　　　（45）
眠で守る者どもよ」（Yewatchfulguardians

of　the　fa量r），ダーフイ　（ThQmas　D2Urfy，

1653－1723）のr憂諺一掃の丸薬』（P∫”5≠o

P獄8θMθ」㈱oんoZッ，1719－20）にある「女王様

への浮情的なごあいさつ」（Lyrical　Address

to　the　guee11），　トマス・ムーア（Thomas

Moor）がrアィルランド旋律集』（1嬬ゐMθZo一

ゐθs）にのせた「私たちの世界があれぱ」（Oh，

could　we　do　with　this　World　of　ours），ディ

ックス（Chatterton　Db【，1837－98）作詞の讃

美歌rこの子は誰だろうか」（What　Child

is　This），米国映画『西部開拓史』（Hoω∫舵

rθ5畑α5躍o％，1962）の主題歌r牧場の

家」（Home　in　the　Meadow）などは中でも

有名なものである（なお最後の2つはA曲）。

ただし，旋律がrグリーンスリーヴズ」とい

うこと以外には，何ら内容的な関連性はない。

　先ほどふれたrグリーン・スリーヴズとプ

ディング・パイ」の系列に入るものは，特

に言及しておく必要があろう。内容的には

HPDと関係はないのだが，rグリーン・ス

リーヴズ（緑の袖）」のことぱを含み，単に

「グリーン・スリーヴズ」と呼ぱれることも

あるし，最初に旋律が印刷されたものである

し，またいろいろな歌を派生させてもいるか

らである。この旋律についてパーシーはr古

英詩拾遺集』の中で

王制復古の時には，ラテン語の礼拝におけ

る最も好まれた讃美歌の節に合わせて庶民

が歌うように，ぱかげて卑狼な歌が作られ

たということはスコットランドで容認され

ている伝統なのである。「グリーン・スリー

ヴズとプディング・パイ」（これはカトリ

ックの聖職者をあざけるために作られた）

はこのような変形された讃美歌の一つであ

りp　rマギー・ローダー」（ハグα88yLα％碗7）

およぴr恋人ジ目ン・アンダソン」（∫o加
　　　　　　　　　　　　（46）
・4兜伽75伽錫ツゴo）もそうである。

と言っている。もちろん，すでにみてきたよ

うに，もとは讃美歌であったという記述は正
　　　　　（47）
しくないのだが，替え歌に用いられる旋律と

しては恰好なものだったようだ。たとえば，

ボズウェル（James　Boswell）が記録したジ

ャコバイトの歌のように政治的な歌に転用さ
　　　　　　（48〉
れることもあった。（以下訳文省略）

Green　sleeves　and　pudding　pies，

Tell　me　where　my　mistress　lies，

And　I’ll　be　with　her　before　she　rise，

Fi（idle　and　aw’together、

ユ～lay　our＆丘airs　abrQa〔1succeed，

And　may　our　king　come　home　with

　speed

And　all　preten（lers　shake　for　dre乱d

And　let尻5health　go　round，

To　all　our　injured　friends　in　need，

This　side　and　beyond　the　Tweed1一

Let　all　prete且ders　shake　for　dread，

An（11et　h乞s　health　go　roulld．

　第1連と第2～3連との関連がはっきりし

ないのは，第1連が伝承的なもので第2～3

連が新しく作られたものであることによる。
　　　　　　　　　　　　　　（49）
これが，ハード（David　Her（1）では，

Green　sleeves　and　yellow　lace，

Mai（1s，maids，come　marry　apace！

The　batchelors　are　in　a　pitiful　case

To　fidle　a’the　gither．

となり，バーンズが“GreenSleeves”と題
　　　（50）
している歌は

Green　sleeves　and　tartan　ties

Mark　my　truelovc　where　she　lies；

1－11be　at　her　or　she　rise，

　My　fiddle　an（11thegither，一

Be　it　by　the　chrystal　bum，



Be　it　by　the　milk－white　thom，

I　shall　rouse　her　in　the　mom，

　］M［y盒（1dle　and　I　thegitheL一

である。これらはすべてrグリーン・スリー

ヴズとプディング・パイ」と基本的には同じ

歌であり，民俗的な伝承の要素も含んでいる

ものと思われる。

　さて，このように見てくると，「グリーン

スリーヴズ」は昔の流行歌謡と言い切っても

よさそうだが，広い意味でのr口頭伝達」

（oral　transmission）と無関係でもない。r広

い意味」というのは音楽面に関することであ

り，習慣的にやってみせてそれ，を模倣する行

為を含むのでr口頭的」（om1）と言うより

はr聴覚的」（a皿al）と言うほうが正確だが，

その含みを認めておくということである。つ

まり，旋律のほうは伝承されてきたのであっ

て，たとえぱ，ドーチェスター（Dorchester）

で1906年に採録されたrおお，羊飼いよ」

（O　Shephcrd，O　Shepherd），1838年の

手稿から発見され’た旋律，モリス・ジッグ

（morris　jl9）の「バッカ・パィプス」（Bacca

Hpes）の伴奏音楽などが民俗音楽としての

「グリーンスリーヴズ」の19～20世紀の姿
　（51）

である。これらは，基本的にはB曲から派

生したものであって，かなり変化もしており，

拍子やモード（mode）なども異なっている

ものもある。また，ダンス曲として使われて

きたことは興味深い。しかし，それは曲にだ

けのことであってrおお，羊飼いよ」の歌詞

はまったく関係がない。

　これまで見てきたように，「グリーンスリ

ーヴズ」は，民俗学的な規準によるr民謡」

には相当しないし，また必ずしもイングラン

ドに限定されてもいない。一般の語法によれ

ぱ，古くて，作者も不明で，一般庶民の作っ

たもの，言い換えればr民衆の，民衆による，

民衆のための歌謡」ならぱr民謡」とみなす
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ことになろうが，時代的な古さや作者不明と

いうことは十分条件でもなければ，また必要

条件でもないことがある。少なくとも最も基

本的なr口頭伝承」という定義にあてはめれ

ぱrグリーンスリーヴズ」は民謡ではないと

言い切ることができる。しかし、400年近く

も歌われてきたという事実をみると，単なる

流行歌謡や俗謡ではなくて，むしろ「スタン

ダード」あるいはr国民的歌謡」（nat1Qnal

song）とでも呼んだほうが適切であろう。

ただ，その魅力の大半は旋律にあることが明

らかであり，しかもその旋律も流行歌謡とし

ても民謡としてもB曲をもとにしており，

A曲はむしろ非民衆的・非民俗的旋律であ

ったようだ。
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